
在京和歌山県人会会則 

 

通  則 

 

第１条 本会は会員相互の親睦を図り、併せて郷土の発展に寄与することを目的とする。 

第２条 本会は在京和歌山県人会と称し、在京並びに近県在住の和歌山県出身者、及びそ

の縁故者を以って組織する。 

第３条 本会は和歌山県東京事務所に事務所を置く。 

第４条 本会の目的を達するため次の事業を行う。 

１．懇談会あるいは講演会等の開催 

２．会報の発行 

３．その他、本会の目的を達するために必要なこと 

 

     会  員 

 

第５条 本会の会員は分けて普通会員、賛助会員、及び名誉会員とする。 

第６条 普通会員は会員の推薦により入会し、会費（年額）5,000 円を納入するものとす

る。賛助会員は本会の維持運営を容易ならしめるため、年額 15,000 円以上を賛

助金として拠出するものとする。賛助会費を納入した会員は、普通会費（年額）

5,000 円を納入したものとする。 

第７条 名誉会員は理事会で推挙し、会費を要しない。 

第８条 本会を脱会しようとするときは会長に届出なければならない。 

第９条 本会の名誉を毀損したとき又は会費を納入しないときは、理事会の決議を経て除

名することができる。 

第 10 条  本会は会員その他から寄付金を受けることができる。 

 

役員及び職員 

 

第 11 条  本会に次の役員を置く。なお、会長、副会長は、理事を兼ねるものとする。 

 

    会長   １名 

    副会長  若干名 

    理事   若干名 

    常任理事 若干名 

    監事   ３名 

１．本会に名誉会長を置くことができる。 

２．本会に顧問を置くことができる。 

３．本会に相談役を置くことができる。 

 



第 12 条  １．会長、副会長、理事及び監事は会員中から総会において選任し、常任理事は 

理事の中から互選する。 

      ２．名誉会長は理事会で推挙する。 

      ３．顧問は会長が委嘱する。 

      ４．相談役は会長が委嘱する。なお、相談役のうち１名は副会長待遇とする。 

第 13 条  １．会長は本会を代表し、会務を統括する。 

        副会長は会長を補佐し、事故あるときはその職務を代理する。 

        常任理事は会長の命を受け常務を処理する。 

        理事は理事会を構成し、本会の重要なる業務の運営に当たる。 

      ２．顧問は本会の運営につき会長に意見を申し述べまた会長の諮問にこたえる。 

第 14 条  役員の任期は２年とする。但し、再任は妨げない。 

     補欠により選出された役員の任期は前任者の残存期間とする。 

第 15 条  本会に書記若干名を置く。書記は会長が任命し、庶務に従事する。 

 

会  議 

 

第 16 条  総会は定期総会と臨時総会に分ける。 

第 17 条  定期総会は毎年１回開催し、臨時総会、理事会は必要に応じて開催する。 

第 18 条  会議は会長が召集して、その議長となる。 

第 19 条  理事会は理事の過半数の出席によって成立する。 

第 20 条  本会の会則、予算、決算は総会の承認を得なければならない。 

 

会  計 

 

第 21 条  本会の維持費は会費、賛助会費及び寄付金その他を以って充てる。 

第 22 条  本会の会計は毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終わるものとする。 


